
第4次名古屋市環境基本計画に係る市民・事業者の意識把握のためのワークショップ「なごや環境Action!ワークショップ」令和7年度開催結果

開催概要

当日の様子

ワークショップに参加した理由（複数選択可）

環境に関心があったため ８人

ワークショップに関心があったため 7人

他大学（他団体）との学生と交流するため 3人

【グループC】
食品ロスの削減で「もったいない」の
その一歩へ

「市民の立場からできることを考えよう」（課題解決のため市民、行政、事業者ができること）

【グループB】

私たちの生活に直面している

生物多様性の危機

【グループA】

2050年カーボンニュートラルの

実現にチャレンジ

フードドライブとアップサイクルの促進について

（市民ができること）
⚫ 自分たちでもできるアップサイクルの方法を
発信する。

⚫ 流行りの動画を参考にし、捨てられる食品
が「もったいない」と訴えるコンテンツをつくって
SNSで発信する。

⚫ 商品の購入時に情報を自ら調べる。

（行政ができること）
⚫ フードドライブに関わる取り組みとして、市の
ゴミの収集と同様にフードロス用の袋で各家
庭から回収する仕組みを導入する。

（事業者ができること）
⚫ ファミリーマートで実施されているようなボック
スでの食品の回収を浸透させると、市民が
いつでも利用できるようになる。

⚫ スポーツイベントなどの屋台で使われる容器
を、再生可能な容器で提供する。

⚫ 企業がアップサイクルでつくったグッズをカプセ
ルトイにする。スポーツ選手のサインなどは人
気が出そう。選手がアップサイクル商品を日
頃から使っているというアピールもすると良い。

（市民ができること）
⚫ 買い物で地産地消の商品を選ぶ。
⚫ 買いすぎを減らすなど身近な行動を意識
する。

⚫ 友人との会話で環境の話題を取り上げる。
⚫ SDGsに関するアプリ開発に取り組む。

（行政ができること）
⚫ 生物多様性を体感できるツアーの実施。
⚫ 大学のフィールドワークと連動した企画。
⚫ 身近な言葉での情報発信（気温上昇、
地球温暖化など）。

⚫ スタンプラリーなど参加型の仕組みづくり。

（事業者ができること）
⚫ スーパーなどの売り場で、環境配慮商品
の説明や表示を充実させ、生活の中で
取り組みが伝わるようにする。

⚫ 工場見学や会社見学を積極的に実施し、
企業の取り組みを直に見られる機会を増
やす。

（連携してできること）
「大学×企業×市が連携したツアー型スタンプラ
リー」を実施
（企業の取り組みや自然環境を巡る体験型企画を
実施。参加して、スタンプやポイントがたまると、植林
がもらえるなど、環境保全につながる仕組みとする。
楽しみながら学び、行動に繋がるきっかけをつくる。）

（市民ができること）
⚫ グリーンカーテンなど家に緑を増やす
⚫ 節電・節水
⚫ エレベーターよりも階段を利用する

（行政ができること）
⚫ 環境に良いことをすると“エコポイント”のような
得点が付与され、日常生活で利用できる仕
組みをつくる。

（事業者ができること）
⚫ CO2削減の建物か否かは外からでは違いが
わからないため、それがわかるようなビルツアー
を実施する。

アンケート結果

ワークショップに参加する前、環境に関する行動をしていましたか？
（複数選択可）

日常生活でできる範囲で行動をしていた 10人

所属している団体や個人で積極的に行動をしていた 2人

ワークショップに参加して環境に関する行動をしようと思いましたか？
（複数選択可）

もっと環境に優しい行動（個人でできる範囲）をしようと思った ９人

今回考えた企画やアイデアの実現に向けて動きたいと思った ５人

今行っている環境に関する行動や活動を引き続き継続していきた
いと思った

４人

仲間を募って活動しようと思った ２人

所属（団体）を盛り上げていきたいと思った ２人

環境に関する行動をしている団体（サークルなど）に入ろうと思った 2人

上記の理由を教えてください。
⚫ 意外と身近にできることがたくさんあるなと思ったから。
⚫ 大学生でもいろんな形で環境問題解決に貢献できると思ったから。
⚫ 環境に関する知識が高まり、また実際に行動することが大切だと感じたから。

日   時 2026年2月13日（金）13時30分～16時

場   所 エコパルなごや

趣   旨 第4次名古屋市環境基本計画の進捗管理の一環で、
  市民・事業者の意識を把握し施策に反映させるため
  にワークショップを実施。参加者に「環境課題の解
決にむけた行動変容を進めるために、私たちは何が
できるのか」について考えてもらい、実際に行動す
るきっかけを作る。

内   容 １ 開会
 ２ 話題提供者紹介
 ３ グループワーク①（アイスブレイク・課題提供・認知度チェック

・アイデア出しワーク）
 ４ グループワーク②（課題解決、環境問題解決のアイディア出

しワーク・発表）
 ５ まとめ・閉会

参加者    学生12名 事業者（話題提供）3名
             コーディネーター 愛知教育大学 大鹿聖公 教授
             ファシリテーター４名（RACCOLABO）

上記の理由を教えてください。
（日常生活でできる範囲で行動をしていた）
⚫ 環境にやさしい製品を使う、公共交通機関使う、情報を集める知識を増

やす。
⚫ 古着を買うことや、エコバッグを使う、紙の再利用など。
⚫ 地産地消の商品を選んで買うこと、フェアトレード商品を買うこと、最低限

のものを買いゴミを減らすこと。
⚫ エアコンを控えめにする。

（所属している団体や個人で積極的に行動をしていた）
⚫ 環境サークルに属しており、ゴミ拾いを中心に多くのイベントへの参加や団

体との交流をしている。日頃から節電や残さず食べることを意識している。

（回答数：11件）
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